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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年12月期第２四半期 18,376 26.4 2,864 101.1 3,088 105.6 1,885 112.0

2021年12月期第２四半期 14,543 6.1 1,424 △36.7 1,502 △31.1 889 △24.3

（注）包括利益 2022年12月期第２四半期 2,156百万円 （74.9％） 2021年12月期第２四半期 1,233百万円(149.5％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり

四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年12月期第２四半期 170.77 ―

2021年12月期第２四半期 80.49 ―

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年12月期第２四半期 73,973 53,165 61.7 4,130.36

2021年12月期 72,692 52,257 61.9 4,073.56

（参考）自己資本 2022年12月期第２四半期 45,614百万円 2021年12月期 44,987百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭
2021年12月期 ― 100.00 ― 100.00 200.00

2022年12月期 ― 100.00

2022年12月期（予想） ― 100.00 200.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 35,800 13.4 4,900 32.2 5,000 12.8 3,100 13.6 280.57

１．2022年12月期第２四半期の連結業績（2022年１月１日～2022年6月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2022年12月期の連結業績予想（2022年１月１日～2022年12月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年12月期２Ｑ 11,832,504株 2021年12月期 11,832,504株

②  期末自己株式数 2022年12月期２Ｑ 788,763株 2021年12月期 788,766株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2022年12月期２Ｑ 11,043,756株 2021年12月期２Ｑ 11,053,476株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

新規  ―社  、除外  ―社

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

(将来に関する記述等についてのご注意)

  本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前

提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短信【添付資料】P.３「連結業

績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を、第１四半期連結会

計期間の期首から適用いたしました。これに伴い、当第２四半期連結累計期間における売上高

は、従前の会計処理と比較して増加しております。詳細については、「２．四半期連結財務諸表

及び主な注記（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更）」に記載しており

ます。

当第２四半期連結累計期間における我が国を含む世界経済は、感染症拡大抑制のための行動制限が

緩和に向かったことにより、総じて回復傾向になりました。しかし、ロシアによるウクライナ進攻に

より物価が急騰したことを受け、米国では金融引締め政策が加速し、欧州では量的緩和政策の終了が

決定されたことにより、スタグフレーションリスクが高まりました。また、国内では急激な円安がイ

ンフレ圧力をより一層高め、個人消費の回復を減速させました。

こうした事業環境の中、当社グループは、2022年から３年間を対象とした中期経営方針

「BREAKTHROUGH 2024」を策定し、「事業構造改革」及び「企業体質の改善」を目標として活動して

参りました。

この結果、原材料やエネルギー価格の高騰といったマイナス要素はあったものの、当第２四半期連

結累計期間の経営成績は、売上高183億7千6百万円（前年同四半期比26.4％増）、営業利益28億6千4

百万円（前年同四半期比101.1％増）、経常利益30億8千8百万円（前年同四半期比105.6％増）、親会

社株主に帰属する四半期純利益18億8千5百万円（前年同四半期比112.0％増）となりました。

なお、当第２四半期連結累計期間におけるセグメント別の経営成績は次のとおりであります。

（炭素製品関連）

ファインカーボン関連製品については、半導体関連市場向けの旺盛な需要により売上は増加し

ました。電極材関連製品については、人造黒鉛電極の売価は下落基調となりましたが、販売量は

需要の持ち直しによって増加し、売上は総じて増加しました。

この結果、売上高は169億6千9百万円（前年同四半期比27.5％増）、セグメント利益（営業利

益）は27億1千5百万円（前年同四半期比127.6％増）となりました。

（炭化けい素製品関連）

炭化けい素連続繊維製品は、航空産業の低迷は依然として続いておりますが、顧客における在庫

調整が進んだことにより、売上は前年比で増加しました。一方、製造コストの増加によりセグメン

ト利益は減少しました。

この結果、売上高は9億6千6百万円（前年同四半期比25.3％増）、セグメント利益（営業利益）

は8千5百万円（前年同四半期比49.1％減）となりました。

（その他）

その他の事業は、産業用機械製品の受注が減少したことにより、売上は減少しました。

この結果、売上高は4億4千万円（前年同四半期比4.9％減）、セグメント利益（営業利益）は5千5

百万円（前年同四半期比5.4％増）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ12億8千1百万円増加し、739

億7千3百万円となりました。

流動資産は、売上債権及び契約資産が12億9百万円及び棚卸資産が4億3千6百万円増加したこと

等により、前連結会計年度末に比べ18億1千7百万円増加し、472億1千6百万円となりました。

固定資産は、有形固定資産が3億6千2百万円及び投資その他の資産が1億5千9百万円減少したこ

と等により、前連結会計年度末に比べ5億3千5百万円減少し、267億5千7百万円となりました。

負債は、前連結会計年度末に比べ3億7千4百万円増加し、208億8百万円となりました。

流動負債は、仕入債務が9億9千4百万円及び賞与引当金が2億9千1百万円増加したこと等によ

り、前連結会計年度末に比べ11億6千2百万円増加し、181億8千9百万円となりました。

固定負債は、長期借入金が5億9千7百万円及び繰延税金負債が1億3千万円減少したこと等によ

り、前連結会計年度末に比べ7億8千8百万円減少し、26億1千8百万円となりました。

純資産は、配当金の支払が11億4百万円及びその他有価証券評価差額金の減少が2億2千7百万円あ

りましたが、親会社株主に帰属する四半期純利益が18億8千5百万円であったこと等により、前連結

会計年度末に比べ9億7百万円増加し、531億6千5百万円となりました。

（３）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前

連結会計年度末と比べ9千9百万円減少し、176億2千万円となりました。当第２四半期連結累計期

間における各キャッシュ・フローの状況と主な内容は、次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、売上債権及び契約

資産の増加額10億8千9百万円及び法人税等の支払額9億3千9百万円がありましたが、税金等調整前

四半期純利益30億8千8百万円、減価償却費12億1千2百万円及び仕入債務の増加額9億7千7百万円等

により、26億7千7百万円の収入（前年同四半期 41億1千7百万円の収入）となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取

得による支出9億8千万円等により、10億1千6百万円の支出（前年同四半期 4億5千8百万円の支出）

となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは、配当金の支払額11

億2百万円及び長期借入金の返済による支出6億3千5百万円等により、18億3千1百万円の支出（前

年同四半期 18億7千4百万円の支出）となりました。

（４）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

当第２四半期連結累計期間の業績は概ね予定通りに推移しております。そのため、現時点にお

いて2022年2月10日に発表いたしました2022年12月期の通期の業績予想は修正しておりません。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 17,865 17,765

受取手形及び売掛金 11,592 －

受取手形、売掛金及び契約資産 － 12,802

商品及び製品 7,896 8,539

仕掛品 4,595 3,960

原材料及び貯蔵品 2,886 3,316

その他 585 858

貸倒引当金 △22 △25

流動資産合計 45,399 47,216

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 17,407 17,445

減価償却累計額及び減損損失累計額 △10,230 △10,491

建物及び構築物（純額） 7,177 6,954

機械及び装置 47,249 47,676

減価償却累計額及び減損損失累計額 △39,053 △39,812

機械及び装置（純額） 8,195 7,864

車両運搬具及び工具器具備品 3,392 3,483

減価償却累計額及び減損損失累計額 △2,927 △3,013

車両運搬具及び工具器具備品（純額） 464 469

土地 3,544 3,564

建設仮勘定 132 298

有形固定資産合計 19,515 19,152

無形固定資産 264 251

投資その他の資産

投資有価証券 5,172 4,840

繰延税金資産 378 419

その他 1,964 2,095

貸倒引当金 △2 △2

投資その他の資産合計 7,513 7,353

固定資産合計 27,292 26,757

資産合計 72,692 73,973

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,900 4,894

短期借入金 9,180 9,142

未払費用 516 693

未払法人税等 1,038 1,032

賞与引当金 208 500

役員賞与引当金 59 31

受注損失引当金 - 0

その他 2,123 1,893

流動負債合計 17,027 18,189

固定負債

長期借入金 1,387 790

繰延税金負債 633 502

退職給付に係る負債 776 754

役員退職慰労引当金 55 17

役員株式給付引当金 89 94

環境対策引当金 28 28

資産除去債務 62 62

その他 373 368

固定負債合計 3,407 2,618

負債合計 20,434 20,808

純資産の部

株主資本

資本金 7,402 7,402

資本剰余金 7,857 7,858

利益剰余金 29,805 30,540

自己株式 △2,011 △2,011

株主資本合計 43,054 43,789

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,868 1,640

為替換算調整勘定 124 238

退職給付に係る調整累計額 △59 △54

その他の包括利益累計額合計 1,932 1,824

非支配株主持分 7,270 7,551

純資産合計 52,257 53,165

負債純資産合計 72,692 73,973
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2021年１月１日

　至　2021年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2022年１月１日
　至　2022年６月30日)

売上高 14,543 18,376

売上原価 11,093 12,946

売上総利益 3,449 5,429

販売費及び一般管理費 2,025 2,565

営業利益 1,424 2,864

営業外収益

受取配当金 51 65

為替差益 89 272

持分法による投資利益 － 41

その他 75 59

営業外収益合計 216 439

営業外費用

支払利息 31 26

持分法による投資損失 1 －

固定資産除却損 0 10

休止固定資産減価償却費 74 74

災害損失 9 79

その他 20 24

営業外費用合計 138 215

経常利益 1,502 3,088

特別利益

投資有価証券売却益 179 －

特別利益合計 179 －

特別損失

工場移転関連費用 84 －

特別損失合計 84 －

税金等調整前四半期純利益 1,596 3,088

法人税、住民税及び事業税 568 966

法人税等調整額 46 △67

法人税等合計 614 898

四半期純利益 981 2,189

非支配株主に帰属する四半期純利益 92 303

親会社株主に帰属する四半期純利益 889 1,885

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2021年１月１日
　至　2021年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2022年１月１日

　至　2022年６月30日)

四半期純利益 981 2,189

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 207 △231

為替換算調整勘定 36 193

退職給付に係る調整額 6 5

その他の包括利益合計 251 △32

四半期包括利益 1,233 2,156

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,152 1,781

非支配株主に係る四半期包括利益 80 374

四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2021年１月１日
　至　2021年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2022年１月１日

　至　2022年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,596 3,088

減価償却費 1,132 1,212

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 0 △22

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 0 △38

受取利息及び受取配当金 △52 △66

工場移転関連費用引当金の増減額（△は減少） △159 -

投資有価証券売却損益（△は益） △179 -

固定資産除却損 0 10

災害損失 9 79

支払利息 31 27

持分法による投資損益（△は益） 1 △41

売上債権の増減額（△は増加） △678 -

売上債権及び契約資産の増減額（△は増加） - △1,089

棚卸資産の増減額（△は増加） 1,518 △310

未収入金の増減額（△は増加） 275 △116

仕入債務の増減額（△は減少） △300 977

未払金の増減額（△は減少） △40 △145

未払費用の増減額（△は減少） 139 103

その他 △62 △118

小計 3,232 3,548

利息及び配当金の受取額 52 66

利息の支払額 △29 △27

法人税等の還付額 1,326 29

法人税等の支払額 △484 △939

保険金の受取額 20 -

営業活動によるキャッシュ・フロー 4,117 2,677

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △989 △980

無形固定資産の取得による支出 △10 △33

投資有価証券の取得による支出 △2 △2

投資有価証券の売却による収入 544 -

投資活動によるキャッシュ・フロー △458 △1,016

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △635 △635

自己株式の純増減額（△は増加） △97 0

配当金の支払額 △1,104 △1,102

非支配株主への配当金の支払額 △37 △94

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,874 △1,831

現金及び現金同等物に係る換算差額 50 71

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,834 △99

現金及び現金同等物の期首残高 14,455 17,720

現金及び現金同等物の四半期末残高 16,290 17,620

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基

準」という。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が

顧客に移転した時点で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識する

こととしております。これにより、従来は船積み基準を適用していた輸出販売のうち、船積時点で

はリスク負担が移転しない契約については、インコタームズ等で定められた貿易条件に基づいて、

リスク負担が顧客に移転したときに収益を認識する方法に変更しております。そして、従来は工事

完成基準を適用していた契約のうち，一定期間にわたり履行義務が充足される契約は，履行義務を

充足するにつれて、一定の期間にわたり収益を認識する方法に変更しております。なお，当該履行

義務の充足に係る進捗度を合理的に見積もることができない工事については，回収が見込まれる発

生費用に基づき，原価回収基準により収益を認識しております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取

扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の

累積的影響額を、第１四半期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな

会計方針を適用しております。ただし、収益認識会計基準第86項に定める方法を適用し，第１四半

期連結会計期間の期首より前までに従前の取扱いに従ってほとんどすべての収益の額を認識した契

約に，新たな会計方針を遡及適用しておりません。

この結果、従来の方法に比べて、当第2四半期連結累計期間の売上高は138百万円増加、売上原価

は83百万円増加し、売上総利益、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益は54百万円増

加しております。また、利益剰余金の当期首残高は46百万円減少しております。

収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」

に表示していた「受取手形及び売掛金」は、第１四半期連結会計期間より、「受取手形、売掛金及

び契約資産」に含めて表示することといたしました。なお、収益認識会計基準第89-２項に定める

経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新たな表示方法による組替えは行っておりませ

ん。さらに、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号　2020年３月31日）第

28-15項に定める経過的な取扱いに従って、前第2四半期連結累計期間に係る顧客との契約から生じ

る収益を分解した情報を記載しておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基

準」という。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金

融商品に関する会計基準」（企業会計基準第10号　2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な

取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することと

しております。これによる、四半期連結財務諸表への影響はありません。
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（当連結会計期間における重要な子会社の異動）

該当事項はありません。

（追加情報）

（取締役等に対する株式給付信託（BBT）導入）

当社は、取締役等の中長期的な業績の向上と企業価値の増大に貢献する意識を高めることを目的

として、業績連動型株式報酬制度「株式給付信託（BBT）」を導入しております。

当該信託契約に係る会計処理については、「従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引

に関する実務上の取扱い」（実務対応報告第30号　平成27年３月26日）に準じております。

（１）取引の概要

本制度は、当社が拠出する金銭を原資として当社株式が信託を通じて取得され、取締役等に対

して、当社が定める役員株式給付規定に従って、当社株式及び当社株式を時価で換算した金額相

当の金銭が本信託を通じて給付される業績連動型株式報酬制度です。なお、取締役等が当社株式

等の給付を受ける時期は、原則として取締役等の退任時となります。

（２）信託に残存する自社の株式

信託に残存する当社株式を、信託における帳簿価格（付随費用の金額を除く。）により、純資

産の部に自己株式として計上しております。当第２四半期連結会計期間末における当該自己株式

の帳簿価額は213百万円、株式数は609百株、当第２四半期連結累計期間の期中平均株式数は609

百株となります。また、１株当たり情報の算定上、控除する自己株式に含めております。

（新型コロナウィルス感染症の感染拡大の影響に関する会計上の見積り）

前連結会計年度の有価証券報告書に記載した新型コロナウィルス感染症の感染拡大の影響に関す

る会計上の見積りの仮定について重要な変更はありません。
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（単位：百万円）

報告セグメント
調整額

（注１）

四半期連結
損益計算書

計上額
（注２）

炭素製品
関連

炭化けい素
製品関連

その他 計

売上高

外部顧客への売上高 13,308 771 463 14,543 - 14,543

セグメント間の内部売上高又

は振替高
- 6 847 853 △853 -

計 13,308 778 1,310 15,397 △853 14,543

セグメント利益 1,193 167 52 1,413 10 1,424

（単位：百万円）

報告セグメント
調整額
（注１）

四半期連結
損益計算書

計上額
（注２）

炭素製品
関連

炭化けい素
製品関連

その他 計

売上高

　ファインカーボン関連製品 10,707 - - 10,707 - 10,707

　電極材関連製品 6,261 - - 6,261 - 6,261

　炭化けい素関連製品 - 966 - 966 - 966

　その他 - - 440 440 - 440

　顧客との契約から生じる収益 16,969 966 440 18,376 - 18,376

　その他の収益 - - - - - -

外部顧客への売上高 16,969 966 440 18,376 - 18,376

セグメント間の内部売上高又

は振替高
- 6 170 176 △176 -

計 16,969 973 611 18,553 △176 18,376

セグメント利益 2,715 85 55 2,856 7 2,864

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2021年１月１日　至　2021年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

（注）１．セグメント間取引消去によるものであります。

２．セグメント利益は四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2022年１月１日　至　2022年６月30日）

　1.報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）１．セグメント間取引消去によるものであります。

２．セグメント利益は四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

３. 第１四半期連結累計期間の分解情報「その他」に含めていた炭化けい素関連製品を当第2四半期連結累計期

間より区分掲記しております。
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　２.報告セグメントの変更に関する事項

   （収益認識に関する会計基準等の適用）

「四半期連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更）」に記載のとおり、第１四半期連結

会計期間の期首から収益認識会計基準等を適用し、収益認識に関する会計処理方法を変更したた

め、事業セグメントの利益の算定方法を同様に変更しております。当該変更により、従来の方法に

比べ、当第２四半期連結累計期間の売上高は「炭素製品関連」で92百万円増加、「その他」で45百

万円増加しております。また、セグメント利益は54百万円増加しております。
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